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午前９時30分 開会 

 

○委員長（才脇明美君） 

おはようございます。 

ただいまの出席委員は５名であります。定

足数に達しておりますので、総務建設常任委

員会を開会いたします。 

委員会の開会に当たりまして、町長より挨

拶がございます。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

皆さんおはようございます。 

本日は、お忙しい中御参集いただきまして

誠にありがとうございます。 

本日の総務建設常任委員会では、29号、30

号、31号と32号議案の関係部分につきまして、

御審査をいただくこととなってございます。 

詳細に御審査いただきまして、委員の皆様

方に御理解を賜りたいと存じますので、どう

かよろしくお願いを申し上げます。 

簡単ではございますが、開会に当たりまし

ての御挨拶とさせていただきます。 

本日は何とぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本日の会議を開きます。 

本日の審査事項は、御手元に配付のとおり

でございます。 

令和７年豊能町議会６月定例会議付託案件

についてを議題といたします。 

第29号議案、豊能町会計年度任用職員の給

与及び費用弁償に関する条例改正の件を議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

おはようございます。広報職員課、奥です。 

それでは第29号議案、会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例改正の件につ

いて御説明いたします。 

着座にて御説明させていただきます。 

議案書の17ページから18ページ、並びに条

例の概要資料、新旧対照表をあわせて御覧く

ださい。 

本件は、一般財団法人自治体国際化協会が

総務省、外務省、文部科学省と協力して実施

する語学指導等を行う外国青年招致事業を活

用して任用する外国語指導助手の月額報酬が

引上げられたことに伴い、所要の改正を行う

ものです。 

それでは、条例の改正内容について御説明

させていただきます。 

語学指導等を行う外国青年招致事業を活用

して任用する外国語指導助手の月額報酬につ

いては、民間の平均給与や地方公務員の給与

等の動向を踏まえ、総務省、外務省、文部科

学省の三省合意のもと報酬の見直しが行われ

ました。 

条例では、月額で定めるパートタイム会計

年度任用職員の報酬の額の上限を33万円と定

めているところですが、今回の見直しに伴い

上限を36万円に引き上げるものです。 

附則としまして、この条例は公布の日から

施行し、令和７年４月１日から適用するもの

です。 

説明は、以上です。 

御審査いただき、御決定賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

昨日は、この語学指導者についての質問を

総括質疑でされましたけれども、この第１項

に規定すると書かれていますが、ほかにどの

ような職種があって、この豊能町には何人い

らっしゃいますか。 

○委員長（才脇明美君） 
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はい、奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

第１項に規定するのは、この33万円までと

するという職になりまして、第２項、第３項

といいますのは、時間給とかの規定になって

おりまして、またこれは別の職種の方が適用

されるものになっております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

例えばどういう職種ですか。 

はい、奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

例えば、国保診療所に勤務していただいて

る、週１日程度で来ていただいてるお医者さ

んとかの時給等になります。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この33万から36万に変わるっていうことで

すけども、この語学の方だけですか。ほかに

職種はないんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

はい。広報職員課、奥です。 

月額33万が適用される職につきましては、

この外国語指導助手の職の方のみです。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

第１項にその旨を書いたらいいんじゃない

んですか。ほかにも可能性のある職種ってあ

るんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

今、防災の専門官でありますとか、そうい

った方も会計年度任用職員として任用さして

いただいてるところなんですけれども、こう

いった方も将来的にこの辺の上限に近い額に

該当してくるかもしれません。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今これに該当する方はいらっしゃるんです

か。 

○委員長（才脇明美君） 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

33万円ちょうどという額に該当するほかの

職の方はいらっしゃいません。 

外国語指導助手の方が、この上限に達する

可能性があります。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

制度としてこの第１項の中に入る職種とい

うのはないんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

暫時休憩しますか。 

はい、奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

今、月額を定めている職のうち、この第１

項の規定を適用して任用しているのは、土木

専門官と防災専門官とこの外国語指導助手に

なりますけれども、現在のこの33万円に到達

する可能性があるのは、外国語指導助手のみ

となっております。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 
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ほかの質問です。今、例えば留守家庭児童

育成室の募集とかされていますけれど、期末

手当も書かれてありますが、この改定によっ

て期末手当の額も変わるんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

今回のこの第１項で適用されてる外国語指

導助手の方につきましては、国が行っている

語学指導等を行う外国青年招致事業、これの

仕組みを活用して任用しているところなんで

すけれども、この事業で任用される職員の方

につきましては、期末手当の支給対象外とな

っております。ですのでこれが上がることに

よって、期末手当には影響しません。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、次にございませんか。 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

ちょっとややこしい内容かなと思ったんで

すけど、結局は、この外国語指導助手、その

方が多分このタイプの中で一番高い。そうい

う方の給料が上がるから、さらに36万まで上

限を上げておくというふうに、私はそんなふ

うに解釈したんですけども、こういった改定

が行われることによって、今後、何かその影

響額言いますか、その辺りは何か算出とかさ

れてるんですか 

○委員長（才脇明美君） 

はい、奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

今回の上限が改定されることによりまして

最大で36万円になるんですけれども、この外

国語指導助手の方、任用初年度とかは、もう

ちょっと低いんですよ。 

今、現状で言いますと28万円が初年度の額

になります。これが今回上がったことによっ

て、初年度が33万5,000円となります。この

36万に到達するのは、４年目以降の方になり

ますが、通常４年間任用することはあまりご

ざいません。大体３年ぐらいで、帰国された

りします。ですので28万円が33万5,000円に

上がるので、単純に月額５万円ちょっと上が

るというふうに見込んでおります。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

○委員（管野英美子君） 

秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

今の説明でね、当初は28万で今度これによ

って33万5,000円になるという、その金額っ

ていうのは町独自に決めていくことができる

んですか。それともそれももう国のほうから

決まってるのかどうかだけお尋ねします。 

○委員長（才脇明美君） 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

この語学指導等を行う外国青年招致事業を

通して任用するこの外国語指導助手の任用条

件につきましては、基本的に全国一律で行い

なさいということになっております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 
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本件は、原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（才脇明美君） 

挙手全員でございます。 

よって、第29号議案は、原案のとおり可決

されました。 

第30号議案、豊能町特別職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例改正の件を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

第30号議案、豊能町特別職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例改正の件に

ついて御説明いたします。 

着座にて御説明させていただきます。 

議案書の19ページから20ページ、並びに条

例の概要資料、新旧対照表をあわせて御覧く

ださい。 

本件は、令和７年６月に支給する町長の期

末手当を減額するものです。令和６年12月の

本条例の改正により、期末手当の支給割合が

増額改定されましたが、特例として同年12月

に支給する町長の期末手当については、改定

前の支給割合とされたところです。 

今回、令和７年６月に支給する期末手当に

ついても同様に、改定前の支給割合とするも

のです。 

附則としまして、この条例は公布の日から

施行するものです。 

説明は、以上です。 

御審査いただき御決定賜りますようよろし

くお願いいたします。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。おはようございます。 

これは半年前の12月のときにも同様の改定

を確かね、出されてたと記憶してます。それ

はあくまでも12月の分だけっていうことで、

半年後は半年後でまた考えますみたいな、そ

ういうふうな御答弁やったんかなと思います

けども、その半年たって今回、同様な形の改

定をなされてるというふうに私は思ってるん

ですけど、それでよろしいんでしょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

趣旨としましてはそのようなことでして、

令和６年12月に附則として特例で従前の率と

するものに加えまして、さらにもう一つ附則

を加えて、７年６月の支給についても改定前

のものとするということになります。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

ということは、今年のまた年末にも人事院

勧告等あるんかなとは思いますけども、いず

れにせよ、また今回６月だけだから次はまた

12月になったら同様に12月はどうするかとい

うなことで、また判断をするというようなこ

とになるということですね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

今年の人事院勧告が、どのようなものにな

るかちょっとわからないんですけれども、一

般職のほうで増額改定された場合、また特別

職等においても準じた改定内容で上程させて

いただくかどうかというのは、まずそこが条

例として上げさしてもらうか。上げたときに、

特例で率をどうするか。本則どおりにするの
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かというのはその時々で御議論させていただ

きたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

小寺です。 

去年の12月に改定されたんですよね。それ

で附則が付いたと。それを何もしなかったら、

上がったまま支給されることになっていたと、

そういうことですかね。 

○委員長（才脇明美君） 

奥広報職員課長。 

○広報職員課長（奥 文彦君） 

広報職員課、奥です。 

昨年12月の改正内容は、0.1月分引き上げ

るという内容なんですけれども、本則でその

ように書かせていただいて、附則のところで

特例として、「ただし６年12月に支給する分

は、町長に支給する率に関しては、従前の率

とする」と書かしていただいてたので、これ

がこのまま何もなかったら、あくまで去年の

12月だけの特例ですので、今回、この改正条

例を上げなければ、７年６月の支給は、本則

にのっとって増額された2.25月分の支給とな

ります。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は、原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（才脇明美君） 

挙手全員であります。 

よって、第30号議案は、原案のとおり可決

とされました。 

第31号議案、豊能町税条例改正の件を議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

おはようございます。 

第31号議案、豊能町税条例改正の件につい

て御説明申し上げます。 

議案書の21ページをお開きください。 

本件は、地方自治法の改正に伴い本町税条

例において所要の改正を行うものです。 

条例の概要説明資料及び新旧対照表に沿っ

て御説明申し上げます。 

概要説明資料の改正内容の１．公示送達に

ついて、インターネットを用いる方法の定義

を示した省令改正に伴う改正につきましては、

町税の賦課徴収に関する書類が、住所等が明

らかでなく交付ができない場合に、役場の掲

示場に必要事項を掲示することで、書類の送

達があったものとみなす公示送達の制度に関

しまして、町のホームページで公示事項を表

示する方法などが省令で定められたことに伴

う改正で、インターネットを用いる方法に加

えまして、従前と同様に書面を掲示場へ掲示

すること、又は事務所に設置したパソコンの

ディスプレイに表示したものを閲覧すること

ができる状態に置くことによってすることを

定めるものでございます。 

実際、本町で公示送達を行う事例というの

は非常に少なく、実務的には大きな影響はな

いというふうに考えておるものでございます。 

２の特定親族特別控除の創設に伴う規定の

整備につきましては、19歳以上23歳未満で、

合計所得金額が扶養控除の対象となる58万円

を超えて、123万円以下の親族が特定親族と
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して新たに控除対象となるため、条例中の規

定を整備するものです。所得控除の項目や申

告書の記載事項に、特定親族や特定親族特別

控除の文言を追加するものでございます。 

３の加熱式たばこにかかる市町村たばこ税

の課税標準の特例につきましては、加熱式た

ばこの課税方式について、重量のみに応じて

紙巻たばこに換算する方式とするほか、一定

の重量以下のものは、紙巻たばこ１本として

課税する仕組みとするものでございます。 

その他の改正につきましては、施行規則の

定義が前の条に置かれたため、定義後の用語

に改めるものでございます。 

施行期日につきましては、１については政

令で定める日、２については令和８年１月１

日、３については令和８年４月１日からとい

たします。 

町たばこ税に関しましては、経過措置とし

まして、令和８年４月１日からは、現行の換

算方法を半分用いて算定し、令和８年10月１

日からは、全て新たな換算方法を適用するこ

とといたします。 

説明は、以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

公示送達についてお聞かせください。 

玄関前のガラス戸のところに表示をされる

と思うんですけど、これからはインターネッ

ト、ホームページにも掲示をされるという理

解でよろしいですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

委員おっしゃるとおり、ホームページに掲

載をすることとなるものでございます 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ホームページなんですけども、お知らせの

ところに掲示をされるんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

トップページから見れるようにするという

のは、かなりちょっとプライバシーのことに

ついても配慮しなくちゃいけないというのが

ございます。なので、全国的な問題になるか

と思うんですけれども、いかにして知らせつ

つ、プライバシー保護の観点から適切な措置

ができるかというのが今後示されていくもの

というふうに考えるところでございます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

個人情報が入ったらモザイクかけるとかそ

ういうことですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

テキストデータといいまして、文字で検索

しやすくする方法によると、一斉に収集され

るという恐れがございます。なので画像デー

タとして、文字を絵としてれば読み取れない

ということでありますので、そういうのには

対処するということは示されております。た

だどの程度のアクセスのしやすさっていうの

は、今後の検討課題かというふうには、議論

されているところでございます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 
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基本的なことを伺って申し訳ないですけど

も、公示送達とは例えばどういったものがあ

るのか。それお聞かせください。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

公示送達と申しますのは、行政機関が、私

人に通知などをする場合に、所在が不明なと

き、一定期間を掲示することで送達がされた

とみなす制度です。 

今回の改正につきましては、国のデジタル

規制改革推進方針からアナログ規制の見直し

がされ、書面掲示の規制について改正がされ

たことによるものでございます。 

公示到達そのものは、税の事例で申します

と、督促であるとか滞納処分ですね、その際

に相手方に送達をするということが要件にな

ってきますので、それを公示送達によって送

達されたこととみなすことによって次の処分

ができるという制度となっております。掲示

後７日間をもって到達したこととみなすとい

うふうになっております。 

先ほども申しましたが、プライバシーの保

護のこともございますので、必要以上な掲示

期間、閲覧できるような状態に置かないよう

にすべきであるというふうにはされておると

ころでございます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

昨日ですね、一般質問の中でね、特定空家

とか管理不全空家、これの勧告に従わない。

この場合はどうするのかっていう質問ちょっ

としたんですけど、この場合も町税だからね、

固定資産税やから町長に権限でもってできる

んだけど、相手に届かない。相続で起こる問

題なんかは、届かないケースもあるんですよ

ね。相手方にね。これをもって公示したとい

うふうにできることになるんですかね。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

固定資産税に関しましては、滞納処分をす

る際には公示到達ということは、手続きとし

ては認められるかと思います。 

今回おっしゃっておられるようなケースに

関して、この公示送達が適切かどうかっての

はまた別の問題かというふうに思っておると

ころでございます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

そうすると、できる規定ということですか

ね。公示送達はできるけれど、しないといけ

ないということではないと、そういう意味で

すかね。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

後に続く滞納処分ですね、処分の要件とし

まして、相手方に送達してる状態にしなくて

はならないということが定められております

ので、その点を満たすために公示送達という

手続きが定められているというふうに考えて

おるところです。 

○委員長（才脇明美君） 

よろしいですか。 

関連ですかね。 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

要するに町長がですよ、指導・勧告したと。

しかし、それに従わないと。従わなかったら

町のできることっていうと、何ていうかな、
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命令っていうことはできないから、罰則では

ないけれど、固定資産税の軽減措置をできま

せんよということでもって、罰則に当たらな

いけども、それに準ずることができると僕は

思うんだけどね。できるんじゃないのかなと

思ってるんですけど、できないんですかね。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

実際のところ公示送達の問題っていうのは、

相手方の所在がつかめないということですの

で、そういった軽減の特例が受けれないとい

うことで納税額が上がると。そもそも、通知

書も納付書もお持ちでないので、税負担とい

うのがその人に、その行為を持ってかかると

いう状態にはならないのかなというふうに思

います。 

特定空家の問題の解決手段として、今回の

ケースというのは、直接は関係してこないの

かなというふうには思われるところです。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、ほかにございませんか。 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

別な項目にちょっと移らせていただきます

が、まず３番目ですね、このたばこ税に関す

ることなんですけども、この新旧対照表かな、

この分にいきますと、令和８年４月から、令

和８年の10月からということで、いわゆる換

算の仕方に変化がありますけども、これ結局、

この新しい換算の方式でいくほうが、たばこ

税としては高くなる、多くなるっていうこと

なんですかね。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

委員おっしゃるとおり、新たな換算方法に

よると、税率が上がると。上がるというより

も紙巻たばこの税率に近づくというふうにす

るものでございます。 

もともと加熱式たばこと申しますのは、近

年は紙巻たばこの代替として普及してきてお

る実態がございます。ただ、紙巻たばこより

も税負担ですね、税負担水準が低く課税の公

平性を欠いているというような状況にござい

ました。なので、およそ紙巻たばこ税額と比

べて１割から８割程度とかなり低かったもの

がございます。 

そうしまして、平成30年から令和４年まで

５回に分けまして、加熱式たばこの増税が段

階的に実施いたしました。それでも、まだ紙

巻たばこに比べて税額は低くなっておりまし

たので、その税負担の差を解消すべく今回の

見直しがされたというものでございます。 

以前の換算方法につきましては、価格の要

素、値段ですね、重量の要素と価格の要素、

この二つをもって税率を決めておったという

ようなところですけども、ほぼ紙巻たばこ１

本と加熱式たばこ１本というのは、ほぼ近い

というようなことで税率が算定できるように

改正をしていこうというものでございます。 

○委員長（才脇明美君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

私はたばこ吸うてないから、全然感覚がわ

かんないんですけども、実際たばこ吸ってる

方からしてみたら、この加熱式をやってはる

方ですね、どれぐらいちょっと影響出るんで

すか。１箱いうんか、私何本入ってるか知り

ませんけども、その辺り何かわかる範囲でお

答えいただければと思います。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 
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ただ、加熱式たばこに限らず、たばこ税自

体の増税が予定されております。それとも合

わせていきますので、一概には言えないんで

すけども、１箱50円ぐらい段階的に上がって

いくのと、また全体では30円ぐらいと、結構

上げ幅が大きいことにはなっているというふ

うなところです。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

30円とか50円とかいうそういう今数値をお

っしゃいますけど、加熱式たばこそのものの

値段私知らないですけども、その金額が何ぼ

でそれに対して、50円とか80円とかいうふう

なそういうふうな数値で言っていただくと非

常にわかりやすいんですけども、誰か吸って

おられる方あったら。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

まだちょっとこれ新たな小売価格っていう

のがまだ公表されておりません。なので、ど

れぐらいの値段になるかというのは、まだ定

かではないです。増税部分で丸々値上げした

分を価格を抑えるようなことで販売が下がら

ないような、そういうような計画もされるか

と思いますので、一概には言えないかなと思

います。言えば100円は上がるだろうなとい

うような感覚ではいてるところです。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

すいません。公示送達ね、もう一遍確認っ

ていうか教えていただきたいんですけど。こ

れ今度、管野委員の質問にありましたように、

ホームページか何かで見られるようになると

いうことですが、その期間は７日間ですか。 

さっき７日間て触れたのは、その期間的な、

閲覧できる期間ってのは変わらないんですか。

しかもそれは７日間ですかという質問が一つ

です。この期間というのは、町によって決ま

ってるのかどうか。 

もう一つ、これにするとホームページが、

失礼な言い方すると見やすくなるっていうの

かな、情報が届きやすい。相手も見てくれる

かもしれないということかもしれないけど。

これによって次の段階へどう進めるのか。そ

の２点お願いします。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

７日間のことにつきましては、もうこれは

法令で定められている事項でございます。 

その後ですけれども、公示送達は一つの手

続きですので、この手続きを踏んで次の処分

等に移っていくというような流れになるもの

でございます。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

この条例改正は、相手の方、要するにそれ

ぞれ所在不明者が自分の情報を見やすくする

ための手段が一つ増えたっていう理解でいい

のかな。だってほかは変わらないですよね。

手続的なところは。相手に対していかに届け

られるかっていう、そういう手段の改正と思

ったらいいですか。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

主には、裁判所等で公示送達というのは利

用されてるかと思います。 

その一環で、税に関してもこういった制度

というのがなってきたものでございます。 
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ただ、インターネット等をお使いにならな

いような方っていうのも一定いらっしゃいま

すので、その方向けには、従来の掲示場での

掲示も残していこうというものでございます。 

手段としましては、委員おっしゃるとおり、

紙ベースからデジタル化っていう流れを踏ま

えて、こういった制度が導入されたというふ

うに解しておるところです。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

申し訳ないけど、７日間でどんだけの効果

があるのかなってのは率直な疑問なんですよ

ね。 

これ、１年とか近くやってるとかって言う

んなら、見てもらう可能性もあるかもしれな

いけど、７日間っていうのは何か効果あるん

ですか。 

これは国の問題だからどうこう言えないけ

ど、感覚的にどうなのかなという、単なる手

続的にやりましたよっていうぐらいのレベル

でいいのかな。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

これはもう法令で定めておる手続という理

解でございます。 

効果に関しましては、余り期待できないの

ではないかなというのが、実際のところでは

あります。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

小寺です。 

２番目のですね、特定親族特別控除の創設

に伴う規定の整備というやつですけどね、こ

れそもそもが国民民主党がですね、手取りを

増やすという、何か公約を果たすためにです

ね、178万にえらいこだわってましたよね。 

そのときに、自民党が123万円と。何か、

自民党がですよ、決めたとおり、これが決ま

ったから、それに付随してこの特定親族の控

除額も上がると、そういう意味でですよね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

今回の税制改正につきましては、就業調整

の観点から、国税と同様の措置として、大学

生年代の子などに対する新たな控除として特

定扶養親族控除と同額の控除を設けるもので

ございました。 

所得要件につきましては、103万っていう

のが以前から言われておったんですけれども、

これの基になります給与所得控除、これが55

万円から65万に10万円増額。これと所得税に

おける基礎控除も同じく10万円増額になりま

した。 

そのことによりまして103万から123万とい

うのが、給与収入の要件として変わったとこ

ろでございます。 

内容としましては、物価上昇局面における

税負担の調整及び就業調整への対応、いわゆ

る扶養控除が103万超えると取れなくなると、

大学生年代の人の就業調整等が行われたとい

うようなことに関してまして、給与収入の控

除額ですね、これを上げるということによっ

て対応しようというふうなものでございます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

とにかく所得控除ですよね。国民民主党が

言ってたね。今回はそれが決定したから国会

を通過したと、123万円でね。だからそれに

沿って、豊能町としては、町税で、何ていう

んですかね、地方税ですよね、町民税、これ
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に関わるのが、この特定親族特別控除という

のが対象になると、新たにね。それとは別で

すよね、これはね。別にこれが聞いてしない

といけないからやっていますと、そういう意

味ですよね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

委員おっしゃるとおり、新たに制度が創設

されましたのでそれに対応するための条例改

正でございます。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、よろしいですか。 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

今のこの２項目めの関連の質問になります

けども、結局、今回の特定親族特別控除の創

設、これによりまして本町の町税といいます

か、そちらのほうへの影響額とかいうのはわ

かるんでしょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

桑原総務部理事。 

○総務部理事（桑原康男君） 

はい。総務部、桑原です。 

町内の19歳から23歳未満の人口につきまし

ては約400人で、この控除の新設によって新

たに控除の適用がされるという場合はもとも

と、103万円以上の給与収入があって、扶養

から外れてた人になりますので、そう多くは

おられず、影響額というのは僅かかなという

ふうに考えております。 

むしろ給与所得控除ですね、こちらの改正

のほうが大きくて約1,200万円程度は、今の

そのままの収入額、所得であると考えた場合

には、その程度の減収となるというふうに見

込んでいるところです。 

今まで給与収入が55万円を超えて、190万

円までの給与所得者の方が最大で10万ずつ課

税所得が下がりますので、町税にしますと

６％で一人最大で6,000円減税となりますの

で、国全体としましても、市町村税で500億

近くの減収が見込まれているというようなと

ころでございます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

よろしいですか。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は、原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（才脇明美君） 

挙手全員であります。 

よって、第31号議案は、原案のとおり可決

されました。 

第32号議案、令和７年度豊能町一般会計補

正予算（第１回）の件（関係部分のみ）を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

順次発言を求めます。 

はい、寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

それでは、第32号議案、令和７年度豊能町

一般会計補正予算（第１回）の件につきまし

て、関係部分にかかる提案理由を御説明申し

上げます。 

それでは御手元の補正予算書の７ページを

御覧ください。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。よろしくお願いします。 

着座にて説明させていただきます。 

補正予算書の７ページでございます。 
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第３表の債務負担行為補正（追加）のイン

トラネット更新事業でございますが、イント

ラネットの運用経費につきまして、サービス

価格の改定によります令和７年度から８年度

まで、追加で債務負担を設定するものでござ

います。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

はい。行財政課、寺倉です。 

続きまして８ページを御覧ください。 

第４条といたしいたしまして地方債の補正

でございます。 

第４表 地方債補正（変更）に記載のとお

り小中一貫校施設整備事業の年割額の増に伴

い増額するものでございます。 

次に、今回の歳入歳出の補正内容につきま

して御説明申し上げます。 

最初に歳出について御説明申し上げます。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい、総合政策課、山内です。おはようご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

それでは14ページを御覧ください。 

款２．総務費、項１．総務管理費、目６．

企画費の５．地域公共交通促進事業でござい

ますが、地域公共交通を担う路線バス、タク

シーの運転士を確保するため、公共交通事業

者に新たに運転士として就職された方を支援

する補助金にかかる費用を補正するものでご

ざいます。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

同じく補正予算書の14ページの目10．防災

諸費の２．防災対策事業でございますが、町

民の安全安心を支える危機対応力の強化を図

り、災害情報の伝達手段の強化、多様化を進

めるため、テレビプッシュの運用にかかる費

用を補正するものでございます。 

歳出の説明は、以上でございます。次に歳

入につきまして御説明申し上げます。 

○委員長（才脇明美君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

それでは12ページを御覧ください。 

款19．繰入金、項１．基金繰入金、目１．

財政調整基金繰入金でございますが、今回の

補正による財源調整としまして3,558万3,000

円を増額するものでございます。 

続きまして13ページを御覧ください。 

款22．町債、項１．町債、目６．教育債で

ございますが、西地区小中一貫校施設整備事

業の年割額の増額に伴う町債でございます。 

説明は、以上となります。 

御審査いただき御決定賜りますようよろし

くお願いいたします。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

14ページの防災対策事業の253万円ですが、

テレビプッシュのメンテナンス費用とおっし

ゃいましたけれど、今、アンケートをとられ

て、もう使わないっていう人もいると思うん

ですけれど、このメンテナンス費用というの

がどういうものか具体的にお答えください。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

今回補正予算で上げさせていただいており

ます業務委託料253万円なんですけども、テ

レビプッシュのシステム運用費を見込んでお

ります。委員御質問のとおりですね、使って

る人少ないのにまた続けるのかというとこな

んですけど、確かにアンケートの結果を見ま
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したら、日常的に使用していない方というの

も一定数おられることは承知をしております。

その方がなぜ使わないのかっていうところは、

深掘りして検証する必要があるというふうに

思ってるんですけども、一方で続けて利用し

たいという方も半数以上おられるのもまたこ

れ事実でございます。 

今回、より効果的に事業を実施するにはど

うすればよいかということを考えまして、防

災を主目的で取り組みたいというふうに考え

ております。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

続けて使いたいっていう人、幾らかかるの

とかいうことも何も示されないアンケートだ

ったと思うんですね。で、これをずっとメン

テナンス費用やからずっとこのうまいこと言

われへんけどつなげておかないと、これで一

旦切ったらもう次使うのが大変だからという

ことですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

実証実験に御協力をいただいておられまし

たモニターの方につきましては、改めて通知

をしていきたいなと考えておりまして、今後

続けるに当たりまして、これまでどおり無償

でいくのか、あるいは有償に移行していくの

かというところも検討して決定をした上で、

モニターの方には、御案内をさせていただい

て、そこでどうするのかというのは一定判断

をいただくという形で続けていただくかどう

かというのは、確認をしようと思っておりま

す。 

一応防災のほうで事業化していきたいとい

う考えでございますので、御予算をお認めい

ただいたときにはイッツコム、業者のほうと

ですね、改めて契約をさせていただいて、こ

のテレビプッシュの事業を続けていきたいと

いうふうに考えております。 

○委員長（才脇明美君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

戸別受信機もあるじゃないですか。それと

両方持ってはる人もいるんですね。テレビプ

ッシュ持って帰ってって私預かった人もいる

んですけど、この辺りの調整はどうされてる

んですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

災害時の情報ということで、これまでも民

間の情報も含めますと多様な手段を組合せて

情報伝達を行っているんですけども、特に今

回は、スマートフォンをお持ちでない方を中

心にといいますか、考えておりまして、その

情報伝達につきましてその情報量ですとか、

即時性とか、そういったことを考えたときに

はやっぱり課題があるのかなと思っておりま

す。 

戸別受信機をお持ちの方については、ター

ゲットといいますか、その対象者が避難行動

要支援者名簿に載っておられる方、それから

レッドゾーン・イエローゾーンにお住まいの

方ということで、ちょっとそこはテレビプッ

シュのほうと対象者を切り分けて、多様性と

いうことで並行して事業を進めていきたいと

いうふうに考えています。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

スマートシティ特別委員会でやったほうが

いいのかもしれませんけど、あのアンケート

は、月額1,000円かかりますとかということ

は書いてなかったわけですよね。そしたら今
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まで使ってた人は使いたいって思うかもしれ

ないじゃないですか。 

今回これをつなげておかないと、今後、聴

覚障害者の人にも利用しようかという考えも

あるわけですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

今回テレビプッシュを事業化できたときに

はですけども、聴覚障害のある方ってのはも

う本当に主たる対象者といいますか、メイン

のターゲットになってくるのかなと思ってお

ります。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

今のページの上の地域公共交通促進事業、

こちらのほうで質問をさせていただきたいと

思います。 

昨日総括質疑のほうで、いろいろ質問が出

てて、人数とか金額掛ける何か月とか何人と

かいうふうな、いわゆる答弁がございました

けども、結局のところバスにせよ、タクシー

の運転士さんにせよ、こういう形で補助金を

出して何とか確保していくというふうなそう

いうふうな形の支援金、補助金なんですけど

も。タクシーであれば、当然ながら京都タク

シーの方になると。それから、バスの場合は、

当然ながら阪急バスというふうな、この二つ

というふうに考えていたらまずいいんですね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

中川委員おっしゃるとおり、町内の事業者

で阪急バス株式会社とタクシー事業者は、京

都タクシー株式会社を想定しております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

その次の質問ですけども、京都タクシーさ

んといえば豊能町でいくとときわ台の駅前に

事業所がありますので、当然ながらタクシー

の運転士さんがこういう補助金を使って、運

転士さん確保しはったら、たぶん豊能町の中

で走っていただける運転士さんとして活躍を

いただけるもんと私は思うんですけども、た

だ阪急バスの場合どうなのかなと。阪急バス

というのは、この町内だけやなくて箕面を走

ってみたりとか、希望ケ丘も当然やけど池田

のほうに行く便もありますけども、そういう

いろんな、そこだけやね、阪急バスって結構

範囲が広いんでね。 

だから、豊能町が補助金を出して、バス会

社のほうで運転士を何とか確保しはったと。

けども、その運転士さんが、本当にこの豊能

町内の路線のバスで運転していただけるのか、

はたまた、いやいやこの方、何か宝塚のほう

で走ってますわとか、そんなふうなことにな

らないのか、ちょっとそれが心配なんですが、

その辺りどうお考えでしょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今回町の路線に縛ることはできないのかな

と思っております。一応会社のほうで採用さ

れる職員になりますので、会社のほうで路線

は決定されていくのかなと思っておりますけ

れども、町としましては、今回の大幅減便の

原因が、乗務員が足りないというところが大

幅な減便になってますので、そういった乗務

員の確保っていうところと、あと将来的にも、

まだ半年後なのか一年後なのか乗務員不足っ

ていうのは、まだ解消されておりませんので、
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そういったところで将来を見据えて乗務員確

保の施策として今回補正予算を上げさせてい

ただいております。 

町のほうで予算を認められましたら、阪急

バスのほうと京都タクシーのほうには町とし

ては、乗務員確保に対して危機感を持ってお

りまして、こういう補助金で対策をしていき

たいっていうようなことは、事業者のほうに

は伝えようと思っておりますし、もしこうい

った補助金を利用して町のほうに来ていただ

いて、乗務に当たっていただく方がいてれば、

もちろん阪急バスと京都タクシーのほうにも

伝えていくことはできるかなと思っておりま

す。 

町だけが今回減便の対象の町になったわけ

ではなくて、黒字路線である箕面市であった

りとか、豊中、池田も減便になってますので、

町がこういう対策をしているというところを、

またそういった地域の近隣の自治体にも示し

まして、こういった乗務員確保の補助支援事

業を、ほかの市のほうでも対策をしていただ

いて、こういう地域として取り組んでいくよ

うなことに広がっていけばいいかなと考えて

おります。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

いや豊能町が今回やったこのやり方を、箕

面とか池田とかそういうね、ほかの地域でも

やってもらえるようにしたいということやけ

ど、それやってもらわないと、ほかはやらな

いと、うちだけでやってたら、うち出し損に

なるんかなと思うけどその辺りどうなんです

か。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

こういった取組をしているというような広

報、ＰＲといいますか、ブロック会議ってい

うのも近隣の市が集まって、交通事業者の担

当者会議とかもありますので、そういったと

ころで町の対策として報告していければ、ほ

かの市に対しても、こういった取組していか

なあかんのかなというようなところも思って

いただけるのかなとは思っております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

実際、箕面や池田とか豊能町の路線が走っ

てるような地域、そういうふうなバスが走っ

てる地域も同じように、肩並べてやっていた

だけるんであれば、そのときにバスの運転主

みたいな形にしたほうがいいのかなと。 

今、やったとしてもほんまに箕面や池田や

そういう地域が同じようなことをやっていた

だけるとは確証はないんですよね。そうだっ

たら、まずは、どっちかバスよりも、まだ可

能性の高い運転手を確保していただいたら、

豊能町で活躍してもらえそうなタクシーのほ

うに力点を置いた形で補助を出していくとい

うふうなほうが私はいいのかなと思ったりも

するんですけども。そういった意味で、まず

はタクシーでやってみて、ほんでほかの近隣

の箕面や豊中や池田かな、そういった地域が、

一緒なら私らも出しますわみたいなことなん

やったら、その時一緒になって横並びでパー

ンてこういうバスにも、バスの運転士さんに

もこういう制度を提供しますみたいな形でや

ったほうが、私はちょっといいのかなと思い

ますけどもその辺りどうなんでしょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

この補助金の対象になったときに豊能町の
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路線限定で採用してくださいっていうような

ことをバス会社等には、条件としてはつけれ

ないだろうなというのは考えておりまして、

そういったところでは、やはり乗務員確保が、

近隣、豊中、箕面、池田がもしこういう取組

をしないまま豊能町も何もしないということ

であればさらに豊能町に対しての減便という

ところが迫ってくるのかなとも考えておりま

すので、まず町で何かできることっていうと

ころでこういった補助金、乗務員確保の支援

の対策を行っていきたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

今の話なんですけども、この阪急バスにし

ても京都タクシーにしても、運転士さん、豊

能町に住んだらこんだけ出ますよってのがあ

りますよね。生活何とかかな。ですよね。 

ですからちょっと運転する場所は、ちょっ

と豊能町から離れても、豊能町に住んでもら

うということの前提条件ですね、これ。前提

条件が全てですね。それを確認させてくださ

い。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今回、補正予算上げさせていただいており

ます就職支援補助金と、あと家賃支援補助金

と生活支援補助金、全ての補助金に対しては、

申請の時点で豊能町のほうに住んでいる方と

いうことを対象に条件として入れております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

その場合募集するというのかな、宣伝かな。

こういうふうな豊能町こういうふうにやって

ますよという、そのところというのはタクシ

ー会社、阪急、豊能町、どこが主に力入れて、

この制度をＰＲしてくださるのか。この辺り

どう考えてるのかっていうことと、もう１点

は、せっかく来ていただいて、これは何年住

むとか、会社には何年働くとかっていう条件

付きなのかどうかっていう２点お願いします。 

○委員長（才脇明美君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

ＰＲの方法につきましては、町のホームペ

ージと広報は普通に行っていくことになるか

と思いますけれども、予算認められましたら、

阪急バスとタクシー事業者のほうにもこうい

う補助金がありますというようなことで、募

集かけるときに、チラシといいますかそうい

ったものも一緒にＰＲしてもらえないかとい

う話はしに行こうかなと考えております。 

こちらの補助金のほうなんですけれども、

就職支援補助金のほうは、ベースに補助対象

としてまして、それプラス、あと家賃支援と

生活支援補助金というのを考えているという

ところです。 

就職支援補助金のほうの条件としましては、

バス事業者とかタクシー事業者として勤務さ

れて、１年以上の雇用期間があって、６か月

以上勤務された方が、申請の対象というとこ

ろで縛りをかけております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

私からちょっといいですか。 

阪急バス、今、勤めておられる方が豊能町

に引っ越しするとか、そういうのは別ですよ

ね。別ですよね、もちろん。いやいやそれは

困ると思ってるんですよ。ドライバー不足で

ドライバーを増やそうとしてるんですから。 

例えば、阪急バスのどちらかの宝塚とか住

んでる人たちが、豊能町で負担してくれるわ
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とか言って。 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

こちらの補助金につきましては、一応住民

登録基本台帳に登録されている方で、雇用が

１年以上の雇用の定めがあって、６か月以上

雇用された方に対象となっておりますので、

もう既に阪急バスであるとか、京都タクシー

に就職されている方については、対象外とな

っております。 

条件としましては、令和７年４月１日以降

というところも条件に入れようと思っており

ますので、それ以降に就職された方が対象に

なるかと思っております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

その下のテレビプッシュの質問ですが、こ

の253万、ちょっと内訳を教えてくれますか。

メンテナンスか、通信費が33万ってのは教え

ていただきましたけども、 

ほかお願いします。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

業務委託料253万円の内訳ですけども、シ

ステムの運用費、保守費、メンテナンス費と

いたしまして220万円。この金額につきまし

ては、端末300台までの年間の固定費という

ことになっております。 

あと、今各施設等に設置しておりますテレ

ビプッシュにつきまして、モバイル回線を設

置しておりまして、その回線の通信費が33万

円ということで合計253万円となっておりま

す。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

ということは単純にごめんなさいね。保守

メンテナンスで200何万て言ってましたね。

言ってましたね。ということは、それは毎年

続くってこと。 

お尋ねします。 

○委員長（才脇明美君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

この300台までのこういった契約方式にな

りますと、この金額が継続してかかってくる

というランニング経費ということになってお

ります。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

これ新規事業ですよね。何かどさくさ紛れ

にスマートシティの流れでこういってますけ

ど、最終年度で修正かけたときは、町長から

これを一般の方ではなく防災として聴覚障害

者の方を対象にっていうことで、じゃ継続し

ましょうかですよね。そこの整理もつかない

まま新規事業の詳細な説明もないまま補正予

算で上がってるんですよね。 

これ、あり得ないかなと思ってるんですけ

ど。もう少し、そしたら聴覚障害者には何人

おられて、この方たちには無料で配ります。

今までの人たちには、確実に有料ですよね。 

だからそこら辺もうちょっと整理して、こ

れからの事業展開なんかも既にこちらに提示

していただかないといけないと思いますよ。 

○委員長（才脇明美君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

ちょっと説明が足らずで申し訳ございませ

ん。 

この事業、総務課の田中が何で説明してる
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かって、当然防災事業の一環としてやらせて

いただくものでございまして、この間の議会

とのいろいろ意見交換を踏まえまして、我々

この制度をどう生かしていくのかというとこ

ろで申し上げますと、やはり聴覚障害の方を

対象に、こういうものがあれば防災対策の一

環になるというところに重きを置かせていた

だいております。 

それに付随して、今まで使ってらっしゃる

テレビプッシュの利用者の方にアンケートを

とって、使いたい方がいらっしゃったらそれ

は有料になるかもわかりませんけども、そこ

んところは、そういう防災システム、防災対

策の一環として、この制度を我々これからも

活用していきたいという思いで上げさせてい

ただいております。 

聴覚障害者、じゃあどれだけいてるのかと

いうと、いろいろ手帳持ってらっしゃる方と

かいろいろおられますんで、それが93人いら

っしゃるようでございます。 

その方たちには無料で、このシステムを維

持していこうかと。その維持していくにはこ

こに予算上げさせている金額が、どうしても

必要になってくるということになります。 

300台って申し上げておりましたので、も

っと我々これ、いろんな小さな自治体であれ

ば個別にもっと費用を下げられへんのかとい

うようなことも業者といろいろ話はしてるん

ですけども、この300台というのが一番最低

の案内できるものですということを言われて

まして、100台やったらもっと金額下がるん

ちゃうのとか、１台１台で契約でけへんのん

とかいろいろ交渉はしてきたんですけども、

これが今必要最低限のスペックのものですと

いうことで提示いただきましたので、この金

額で我々予算を上げさせていただいておりま

す。我々の思いといたしましては、これあく

までも防災の聴覚障害、特に耳の聞こえない

方にとってはこういう目でポーンと入ってく

るもんですから、かなり有効なもんじゃない

かなと。そういう93人の対象外の方でも耳が

聞こえにくいお年寄りなんかももし希望され

る方があったらこれポンと上がってきますの

で、防災無線なんかがちょっと聞き取りにく

いとかそういう方がいらっしゃったら、これ

も御案内できるのかなというところで我々今

回上げさせていただいているものでございま

すので、中で十分、議長いろいろおっしゃっ

ていただいて、御心配いただいておりますけ

ども、一定我々の中では整理させていただい

た上で今回予算を上げさせていただいてると

いうことで御理解いただきたいと思います。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

最初に聴覚障害者用ですよね。そこの説明

しないと。テレビプッシュって言ったらスマ

ートシティの継続になりますよ。一旦そこは

切ってもらわないと、スマートシティが続い

ている限り、なぜＫＰＩが終わったのにまだ

やるのっていうことになりますよ。 

テレビプッシュはこれから防災、聴覚障害

者用でこういった形に使っていきますってな

ると、ほかの方たちはどちらかというと、も

う有料でも使いたかったら使ってくださいに

していただかないといけませんよね。 

最低限この事業の計画なりを、やはりテレ

ビプッシュでも画面にいろんな情報出てきま

すよね。そこらへんも整理しないんですか。

そのまま引き継いで行うような形ですか。防

災対策に使うんであれば、もう防災情報に限

定することもできますよね。いろんなほかの

情報を省くっていう、そこら辺の精査なりを

していかないといけないのにそこらも全く、

今のままだと何かテレビプッシュの延長上に

ただ単にそれを聴覚障害者に広げましたって

なってしまいますよ。 

○委員長（才脇明美君） 
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初めの説明では、配信だけでしたよね。そ

れでこちらの側からテレビプッシュと言った

からテレビプッシュと答えられたと思うんで

すけどね。 

初めはテレビプッシュということは言うて

はれへんかったんです。 

○議長（永並 啓君） 

そこら辺の整理を、まずスマートシティの

決着をつけて、それは今持ってる人たちのを

一旦回収してもいいはずなんですよね。回収

した上で聴覚障害者の対象の方にこんだけ配

ります。こんだけの費用は無料ですけど、こ

れだけかかります。ということで、使いたい

人は使ったらっていうような形で募集をかけ

たっていいわけですよ。 

それが本当は、事業としては、進め方とし

ては、普通の流れかと思いますけど、そこら

辺をそうされなかったのはなぜですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

すいません。説明のほうがちょっと漏れて

おったかもわかりません。今回は、防災の情

報を伝達する手段として、テレビプッシュと

いうものを活用して、聴覚障害者を対象に、

メインの対象に行っていきたいという新たな

事業でございます。 

まず聴覚障害者93名については無料で、こ

れはもう本当に災害の情報を伝えるというこ

とで、無料でお使いいただきたいというふう

に考えておりまして、今の３年間の実証事業

でモニターとして参加していただいた方100

名ちょっとおられますので、この方々には先

ほど申しましたように、改めてちょっと御案

内をさせていただく必要があるかなと思って

おります。有料プランにするか無料プランす

るかというのは、ちょっと契約の中身の話で

もございますので、そこは、できたら有料プ

ランでと思っておりますけども、そこは契約

の話でもございますので、ちょっとそこは今

後ちょっと調整をしながらですね、いずれに

しましても一旦、整理をさせてもらった上で、

事業のほうは進めていきたい。聴覚障害者に

ついては、いわゆるプッシュ式といいますか、

無料のほうで使っていただくような事業とし

て考えております。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

議長もおっしゃってましたけども、きちっ

とやっぱりしていただきたい。 

これははっきりとしてテレビプッシュが、

お耳の悪い方、聴覚障害の方の町のサービス

だったらそれをきちっとやっていただきたい。 

さっき副町長が言ったように、年寄りとか

耳が遠いからと、そう言ったところで、何て

いうかお情け的なとこで無料にしていただき

たくない。はっきりと手帳を持ってる人を対

象に、豊能町として無料サービスで。幾ら90

だろうが100だろうが、しっかり耳が聞こえ

て手帳がない人ならば、有料にしていただき

たい。 

そのぐらいやっぱりきちっとね、行政とし

て取り組んでいただきたいし、やっぱり最初

の質問戻りますけども、この事業というのは

年間やっぱりこの金額がずっとかかってくる

わけですよね。 

ですからそういう点、最後は要望になりま

すけどもお願いいたします。 

○委員長（才脇明美君） 

ちょっと交通整理してね、また新たに説明

していただきたいと思います。 

よろしいですか。 

  はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

聴覚障害者用に無料で配る部分は、台数は

あるんですか。その費用はどこに入るんです
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か。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

今回この契約の中身が先ほども申しました

けども300台までが同一の金額、この253万の

中で300台までは対応いただけるということ

でございます。 

したがいまして、この聴覚障害者の方、今

93名ということで申し上げましたけども、93

名は、この300台の中の予算の中で、全て対

応が可能ということになっております。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

そこも説明足りない。いや、つまり機械代

は、そこの300台に全部入ってるっていうこ

となんですよね。 

普通はよく機械は別途費用かかりますとか、

いろいろパターンがあると思うんですけど、

それもわからない状態で進んでるから、ちゃ

んとした新規事業であれば、それなりのもの

を出さないと難しいですよっていうのはそこ

です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課の田中です。 

機械代も全て込みです。運用費、機械代そ

れから、メンテナンス保守ですね、そういっ

たものも込みで300台までのトータルのコス

トとして、この253万円というふうに御理解

いただければと思います。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それでは予算認められたら、そのあとの日

程、聴覚障害者と引き続き有料で使いたい人

と、どういう日程で取り組まれますか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

まずは企業のほうと契約のほうをさせてい

ただきまして、そのあと聴覚障害者の方には、

こちらのほうからお知らせといいますか、御

案内のほうを差し上げて、こういったサービ

スを開始しますということで、ぜひ御利用く

ださいということで、こちらのほうはもうプ

ッシュ式で御利用いただくような形を考えて

おります。こちらのほうから送ってと考えて

おります。 

設置に関しましては、企業のほうにお願い

をしまして、各御家庭のテレビとですね、つ

なげるような設置をしていくと。 

モニターの方については、先ほども申しま

したけど契約の中身が、有料であるのか無料

であるのかという整理が一定必要なので、そ

の整理を早急にいたしまして、決定しました

そのお知らせをモニターの方に送付して、有

料であっても継続して使うのであればそうい

った契約が必要ですし、いやもうそれは返す

わということであればもう御返却いただくと

いうような対応をとっていこうかなというふ

うに考えています。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

契約に関しては、本当に早急に、予算成立

後早急にということで考えておりますし、聴

覚障害者の方への案内についても、もう早急

にさせてもらいます。 

そのあとの、有料・無料のプランのところ

については調整が必要かなと思いますので、

そこについては、順次行っていくという形に

なります。 
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○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

よその家でテレビプッシュも見てるんです

けど、何か最近かからなくなったとか言われ

てるんですね。どっか切りはったんかもしれ

へんけどね。そういうのはちゃんと、誰がや

ってくれはるんですか。民生委員呼びはった

りするかもしれないけど、役場でやってくれ

はるんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

通信の障害ですかね。通信の障害につきま

しては、契約をする企業のほうが、今そのテ

レビプッシュと通信ができてるかどうかって

いうのは確認がとれるような状況になってま

す。必要であれば、そういった今つながって

て、もし意図せずといいますか、御本人さん

はつなげておきたいのに、何らかの障害でつ

ながらないとかっていう場合は、対応が必要

かなと思いますので、そこはちょっと企業と

連携しながらやっていく、御自身が故意にと

いいますか、はずさはった場合はちょっとそ

れはまたあれなんですけど、基本的には、そ

の何かの障害でそういうことになりましたら、

企業と一緒に対応していくという形になりま

す。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

基本のところですけど、テレビがインター

ネットにつながってないと使えないんですよ

ね。そしたら、そのインターネットの契約は、

もうスマホも何も持ってはれへん人がいらっ

しゃったら、インターネットの契約は自分で

やらなきゃいけないんですよね。それは、聴

覚障害者でも有料ですよね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

基本的には、インターネットの契約は、御

自身で行っていただく形になります。あくま

でもそのテレビプッシュの利用料につきまし

ては無料ということになります。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

すいません。秋元です。 

ちょっと説明の意味がわからないのがあり

まして、私はこれは、みんなの考え方の手帳

を持ってる人は無料でいいですよね。ほかの

人は有料にすべきだと思ってんですよ。だけ

どその説明のところが、有料プランの整理が

必要って、どういうことを言ってるのか。町

としてこれ有料にしますって言い切れない別

な条件か、契約があるのかどうか教えてくだ

さい。 

○委員長（才脇明美君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

私どものほうも有料プランのほうの検討し

ていきたいと考えているんですけども、実際

に有料プランにするときに、御利用者様から

誰がお金を取るのかというところの整理が必

要かなと思ってまして、例えば横浜市なんか

では、要は企業が直接契約して、企業が毎月

お金を取ってるというやり方をしてるんです

ね。そういうやり方をできたらしたいなと思

ってますけども、そこはちょっと今後調整が

必要なので、契約方法については調整が必要

です、協議が必要ですという意味合いでござ

います。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

わざわざインターネットつながなくても、

防災の情報って、テレビも勝手に入ってくる

じゃないですか。緊急のときは、音も鳴った

りするじゃないですか。地震のとき。聞こえ

ないからかもしれませんけど、それって本当

に丁寧に説明しないと、インターネット代が

高いわとかって言われるかもしれないんで、

そこのところの説明をしっかりやっていただ

きたいと思います。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

昨日の総括質疑で出てた質問の中で、費用

の内訳ということで、システム関係などで

220万円かな。それから、モバイル回線の費

用が33万円みたいなそのような御答弁だった

と思うんですけども、先ほどのインターネッ

ト回線の話、質問とかありましたけども、そ

れとこのモバイル回線のこの、何がどない違

うのかその辺りちょっと御説明いただきたい

と思います。この33万は、どういう費用なの

か。モバイル回線というふうに私は聞き取っ

たんですけどはい。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

このモバイル回線と申しますのは、今町の

施設にテレビプッシュを設置しておりまして、

例えば国保診療所でありますとか、中央公民

館でありますとかそういう施設に設置してる

んですけども、設置している場所にインター

ネットの回線がないので、モバイルルーター

ですね、いわゆる無線のモバイルルーターを

テレビプッシュの機械と一緒に設置をしてお

ります。その通信費になってます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

テレビプッシュつながっている公共施設っ

ていうのはたくさんあるんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

町の施設でいいますと８施設でございます。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

ということは、もうこのモバイル通信とい

う方法を使えば、さっきの耳の不自由な方で

もインターネットはつながってなくても利用

できるってこと。ちょっと知識的にその辺が

わからないのでちょっとお聞かせください。  

もう１点、有料にするのはこれ前提ですか、

町としては。ただ有料の料金をどうやって集

めるかは未定にしても、これ有料するのは前

提になってるんですか、この計画は。そこだ

けお尋ねします。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

有料に関しましては、その方向で検討して

いきたいということでございます。で、その

町が要はその利用料を取るのか、企業が直接

取るのかというところがありますので、そこ

のやり方については、検討が必要ですという

ことになります。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

有料じゃないと困るんですけどね、普通の。

スマートシティとしては、モニターというの

は、モニター期間が終われば有料なんですよ。
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スマートシティでやり始めて持ってる人はい

るけど、その人たちはモニター期間が終わっ

たわけですから、そこからはそれがよかった

ら有料で払う。嫌だったら返す、が世の常で

すよね。モニターが終わったんだったら。 

でもそれでも、それを続けるというのは、

聴覚障害者の福祉の側面からするから、その

方たちには無料です。だったら理解できるん

です。 

だから、基本、秋元副委員長おっしゃられ

るように、基本は有料。有料絶対だと思いま

すよ。それに関しては。 

あと気をつけてもらいたいのは、サポート

してほしいのはテレビプッシュっていろんな

情報流れてくるんですよ。いろんな情報が流

れてきて邪魔だからといってやめてる人もい

るんですよね。でもこれ、聴覚障害者の人た

ち本当に防災に特化しているわけですから、

防災情報がすごくわかりやすく、だからそこ

らへんの画面の設置とか配信される情報のこ

ととか、そこらへんも詰めないといけない。

同じようにテレビプッシュしてるからという

ことで、いろんな情報がテレビに流れてきた

ら、本当に必要なときに、それを切る人だっ

ているかもしれない。 

そこら辺をもっと防災に特化するってあれ

ばイッツコムという会社と、この流れる情報

を、もうちょっと防災のところが見えるよう

にとかそういう交渉なり調整というものがこ

れから必要だと思いますけど、そこら辺は考

えておられますか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

災害情報をどうやって取るかっていうとき

に、最近防災の基本的な考え方の中で、要は

日常事と災害時の垣根といいますか、を取っ

払っていくというそういう概念がありまして、

普段は日常的な情報を、テレビで取ってもら

う。災害のときにも同じような、情報の取り

方で災害の情報が取れるというところがこの

テレビプッシュのいいところかなあ、良い点

かなとも思いますので、その見え方とかって

いうところは企業とは調整していきたいなと

思ってますけど。基本的には今の情報配信の

やり方を継続するような形で考えております。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

そこら辺はモニターでいろいろ調べたわけ

ですから、そのときに使われるのがモニター

の情報ですよ。使ってた人にどうでしたか。

どんなふうな情報で読みましたか。使わなく

なった人になぜ使わないんですか。そこら辺

を聞いた上で、いかに情報を精査して、大事

な情報を拾えるような形っていうものを、整

理がスマートシティの段階でそれを終わって

もらわないと、次の新規事業のとこに、スタ

ートできないはずなんで、そこら辺は早急に

つくっていただきたい。 

○委員長（才脇明美君） 

よろしいですか。 

ほかに、質疑ございませんか。 

質疑を終結いたします。 

これより、討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は、原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（才脇明美君） 

  挙手全員であります。 

よって、第32号議案は、原案のとおり可決

されました。 

以上で、本委員会に付託された案件は全て
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終了しました。 

続きまして、その他について委員間討議を

行う事項が事項は何かございませんか。 

いいですか。 

以上で、本委員会を閉会したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

異議なしと認めます。 

よって、本委員会は閉会することに決定い

たしました。 

これで、本日の会議を閉じます。 

本委員会の閉会に当たり、町長から挨拶が

ございます。 

はい、上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

ありがとうございました。 

総務建設常任委員会の閉会に当たりまして、

一言御挨拶を申し上げさせていただきます。 

本日御提案させていただきました議案に対

しまして、慎重に御審査賜りまして、また適

切に御決定賜りまして誠にありがとうござい

ました。 

今ですね、いろんなところでですね、御意

見をいただきました。それについてもですね、

しっかりとこれからですね、特に予算のとこ

ろなんですけれども、執行に当たりましてで

すね、制度設計について、我々もですね、今

日の御意見を参考にさせていただきながら進

めていきたいと思っておりますので、引き続

き御理解いただきますようにお願いを申し上

げまして、簡単ではございますが、閉会に当

たりましての御挨拶とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 

○委員長（才脇明美君） 

これをもって総務建設常任委員会を閉会い

たします。 

どうもお疲れさまでした。 

 

午前11時 閉会 
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